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A－6　ナガ イモの粘質物の組織化学的 検討

広 島大教育　○ 川上いつゑ　 田 村咲江

〔 食物 学 〕

目的　 ナ ガ イモ の 粘質 物 は、主とし て多 糖 類 と 蛋白 質 の 複合 体 であ る 。（この こと 吐

既 泥生化 学 的泥 報告 さ れて いる。　し か し こ の粘質 物 は薯 の 中 虻一 様に 分 布する と1/3    う

も ので は ない 。そ れ を組 織 化 学 的に確 め たい 。

方 法 鳥 取 産 の イモ科 ガ イ七（TUosorea, Ba-tatua IBeiie)を 用 い 緩 衝 ゛ リ

ン で 固定 し 、パラフ ィ ン 切 片 の 後多 糖類検 出 のた めPAS 法で 蛋 白質忙 対し て はAC role tn

Schiff 法 を 用い た 。更 尼 殿 粉 粒 と細 胞 質０ ためにSafra-n垣Lightgreen　 の 二 重 染 色を ほ ど

こし て 光 学顕 微鏡 観 察をし た 。 また 電子 顕微 鏡観察 の ため肥 は、Z.  5   Id glutaralde吻deで

前 固 定し 、1    価0bO4　 で 後 固 定し 、 ア ルa    ―ル系 列 で脱 水をし て エ ポッ包埋 し 、LKB－

UltrOtOme　 で薄 片 忙し 、 ウラエ ール ア セテ ートと酢 酸 鉛 で二 重 染 色 をし て日 本 電子

JEM-6flで 観 察し た。

結果　 ナガ イモ の粘 質物 は. 多 糖 類 の存 在 はPAS  陽 性 忙 検 出で きるｏ 蛋 白 質 の 所 在

は、iicr'.'lein ScMff　ま た はLightg ゛enでっ き と め得 る 。 殿紛 粒子 は、Saf ・nia　 に 好 染 する 。

そ の上 ナ ガ イ゛の 粘質物 分 布仕ヽ 薯 全 体に‾ 様に 含 まれる もの で は た い。 薯 の長 軸に

副っ て も差が あ り、 断 面 陀お い て も 皮部 と中 央 部 と では 異 なる 。中央 部断 面 の組 織に

お い て も必 ず し も‾ 様 でlf±  ないo ナガ イ｀=& は長 軸r 平 行に 数 多 い 維管 束 が走 っ てい るｏ

維 管 束 問は 細 胞 で充 た さ れ てい る力≒　粘質物 は維 管束を とりi く ２ ～ ３層 の細 胞叱 顕

著で あ ね、維 管 束 から の距 離 が大 と 座る に 従っ て 細 胞のPAS 染 色性 は減じ 、粘質 物 の

含 有 量 が 次第 泥滅 少 す るこ とを 示す 。こ うし た 粘質 物 の多い 細 胞と 少い 細 胞内物 質の

違 い のOr 原nelle   の 微細 構 造 詑つ い て 報 告する 。

A－7　加熱でんぶん

広島大教育

の添 加物による影響 について（ 第 １報 ）一形 態学的観察一

川上いつゑ・ 広島女学 院大短大　 ○奥 田弘枝

目的　 でんぷん は単独で用 い る場合もあるが、 各種の調 味料その他を添加して用い

ることも 多い。 添加物の影響 についてはすでに粘 弾性、つ まりレ オロジ 一の面 からな

ど各種の 報告 がなされ ているが、 本実験は調理 で一般に用 いられ ている調味料と 油脂

の添加による 加熱でんぶん粒の変化 について形態学的に 検索を 行なっ た。

方法　 試料は 広島大学 東雲分 校家政科 研究室で天然 のものから 調整精製 したじやが
い も

ン 、

、 さっ まい も、 トウ モ ロコシ、 吉 野葛の 地下 茎 で んぶん、 小麦で ん ぶん 、レ ンコ

お よ び や まのい もでん ぶ んなどを 用い た。 これ らの で んぶ ん 粒 に各種 濃 度の 食塩

水、If 糖 液、 酢 酸液、 油脂を 加 えて100°Cで一 定時 開 加熱 した 後、 ヨー ド 、 ヨ一 化 カリ

ウ ムで 染 色し 、 グリ セ リン で 包埋し て 鏡 検し た 。加 熱 で ん ぶん の内 部 構 造 の 変化 に つ

い て は 位相 差 顕 微鏡 に よ る 層 状 構 造の消 失 に よ り 判 定 を行なっ た 。 な お 、 対 称と し て

添 加物を 用い ない で加 熱し た で ん ぶ ん粒を用 い た 。

結 果　 添 加 物を 加 えな い で 加 熱し た で ん ぶん 粒に 比 較し 、 添 加 物を加 え て 加熱し た

で ん ぶ ん粒 は 膨 潤 の抑 制 作用 が みられ 、 添 加 量 が多 くな るに 従 い その 傾 向 が 大 きい 。

ま た 添 加物 の 種類 に よっ て は でんぶ ん 粒 の 崩壊を 促 進 す る 場 合 もあ り 粘 弾 性 の 変化 な

どを 裏 づ け る もの とし て か なり顕 著 な 変 化 が観察 さ れ た 。


